
熟成酒シンポジウムの開催について

国税庁では、「日本酒のグローバルなブランド戦略に関する検討

会」等において、「『熟成』という時間的な価値を取り入れた商品

カテゴリーは、日本酒の商品多様性を広げるだけでなく、日本酒

の価値自体を引き上げていく可能性は高い。」旨の示唆がなされ

たことを踏まえ、近年、注目が高まりつつある「熟成酒」について

専門家の方々がその魅力を語るシンポジウムを開催した。

市場拡大に向けた様々な取組の紹介・基調講演

古昔の美酒、長期熟成酒研究会、刻ＳＡＫＥ

協会の３団体から、熟成酒市場拡大に向け

た各団体等の取組等に

ついて紹介を行った。

※ 刻ＳＡＫＥ協会増田德兵衞代表理事の発表の模様

「熟成酒の科学的魅力」について、熟成酒の

研究に精力的に取り組む酒類総合研究所

ボルジギン・ソリナ氏から、

基調講演を行った。

※ 酒類総合研究所ボルジギン・ソリナ研究員の発表の模様

パネルディスカッション

日本酒造組合中央会の宇都宮氏をモデレーターとして、

古昔の美酒、長期熟成酒研究会、刻ＳＡＫＥ協会の３団

体及び酒類総合研究所とともに、「熟成酒の出口戦略

の方向性」をテーマとしてディスカッションを行った。

◆ 日時：令和５年４月28日（金）15:00～17:00

◆ 場所：三田共用会議所 講堂

◆ 聴講人数：約300名（来場、オンライン）


